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機関名 延岡商工会議所 
所在地 宮崎県延岡市中央通り３－５－１ 
電話番号 ０９８２－３３－６６６６ 

地域概要   (1)管内人口    １２万７千人 
（平成 14年調べ、延岡市） (2)管内商店街数   １５商店街 

(1)商店街数     ２ 商店街 (2)会員数      １１５商店 事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率     １５．６％ (4)大型店空き店舗  ３   店 
商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 
      
【事業名と実施年度】  
 
平成 12年度 商店街活性化対策事業 バーチャルモール 

総事業費  8,556千円 
空き店舗対策事業 チャレンジショップ、イベント 
総事業費  3,291千円 

 
【事業実施内容】  
   
１．事業実施の背景 
延岡市の商店街は、長引く不況と個人消

費の低迷、更には近年相次いで出店した大

型店やロードサイド店の影響と経営者の高

齢化や後継者の不足による廃業や転業で

年々空き店舗が増加傾向にある。特に中心

商店街では空き店舗率が 20％を超えてし
まい、商店街の利便性・機能性を失いつつ

あり、町の景観・美観の点からも空洞化は

深刻な問題。このような商店街の地盤沈下

を打開し、賑わいと活性化を再創出させる

ことは最大の課題となっている。 
こうしたなかで、本市の中心商店街で商

業集積のもっとも高い幸町商店街と街路の

整備等ハード面での商業基盤整備が改善さ

れた延岡中央商店街において空き店舗を有

効に活用して、急速に進展するインターネ

ット等の情報社会に対応するとともに商業者の

重要課題である空き店舗対策事業への取組みを

２．事業実施の内容 
＜商店街活性化対策＞ 
意識改革やソフト面の充実をはかりながら、

緊急課題として行うものである。 
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ケーブルテレビＴＮＮの情報チャンネルによるＰ

Ｒやバーチャルモールの構築を行い、実験的に商品の

受注・発送・決済の研究をした。また商店街の集客を

高めるために、空き店舗にインターネットの無料体験

コーナーの設置を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（１）実施内容 
１）バーチャル

幸町商店街を

インターネット

更新を行いなが

２） TNNの広
TNN の情報

10数回放映し
３） 無料体験コ

幸町の空き店

を併設した。設

人。 
 
＜空き店舗対策＞ 
空き店舗事業のキ

境）とし、高齢者や

域の特産品の生産者

街の活性化と賑わい

事業の内容につい

だきながら事業の推

開
体
ー

 
 
 
（１）実施内容 
１）チャレンジ
モール（レインボウタウン inのべおか） 
中心にケーブルテレビTNNのインターネットに加入して19店舗により
販売を行った。1 店舗あたり５ページのホームページを作成し、内容の
ら、商品の受注、決済等を研究した。 
告 
チャネルを活用して個店の PR を行った。参加店の CM を連続で 1 日に
た（1店舗あたり 30秒の間に 3枚の静止画）。 
ーナー 
舗を利用して TNN のインターネットを無料で体験できる施設と休憩所
置したパソコンは 3台。オープンした 8ヶ月の間に利用者はのべ 3,200

ーワードはエコ（地域福祉・経済・環

障害者・ボランティア・趣味の会や地

などが空き店舗を有効に活用し、商店

の創出に寄与する事業とする。 
ては九州保健福祉大学の参画をいた

進を図った。 
オープニングセレモニー 

設されたホームページ（右）と無料
験コーナーが置かれた「タウンステ
ションオアシス」（上） 

ショップ 
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出店意欲のある企業・団体や新たな起業をめざす人を募集し、商店街の不足業種を充

足させた。 
・ふくしショップ（市社会福祉協議会） 
・地場さろん（のぼりざる倶楽部） 
２） 展示・ギャラリー 
高齢者や趣味の会などの製作した作品の展示販売を行った。 
・シルバー人材センター 書道、ちぎり絵、木工品など 
・ストリート似顔絵展 幼稚園児の作品展   
・写真展および即売 （写真家：本庄正和氏） 
３） 関連イベント 
当事業を側面から支援し、賑わいを高めるためのイベントを実施した。 
・オープニングセレモニー 
・エコ抽選会（来場者対象） 
・ストリートクリスマス２０００イベント など 

 

 餅し
催
っ

 
【 効 果 】 
 
＜商店街活性化対策＞ 
（１）事業の認知度 
オープニングセレモニーや新聞広告でＰＲに努め

った。しかし、徐々にではあるが口コミ等で確実に認

（２）事業の効果 
１）バーチャルモール構築 
 幸町商店街を中心に市内の１９店舗が参加。平

年 3月の終了までの約８ヶ月間に約５５００件の
を受け参加商店の売上に結びつく効果があった。

の中の半数はホテルの予約であった。 
２）ＴＮＮの情報チャンネルによる広告 
延岡のケーブルテレビＴＮＮを活用して、１店

3 
 
 
つき大会、絵画会から書道展、売り出
抽選会まで、多種多様なイベントが開
され、年間 1 万人を超える来場者があ
た。 

たが、当初は予想した程の伸びがなか

知度は高まっていった。 

成 12年 8月にオープンした。平成 13
アクセスがあり、この間２３件の注文

注文のほとんどは県外からであり、そ

舗３０秒の地域限定ＣＭ放映（１店舗
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３枚の静止画像）を行った。 
３）インターネットの無料体験コーナー 
幸町商店街の空き店舗を活用し３台のパソコンを設置して、誰でも自由にＴＮＮの高

速インターネットが無料で体験できる施設を８月にオープンした。 
期間中の利用者は８ヶ月間で、のべ３２００人に達し集客力が低迷する商店街の活性

化の一助となった。 
＜空き店舗対策＞ 
（１）事業の認知度 
当初は PR 不足のため認知度が低かったものの、新聞や広告、チラシなどによる出店内
容の紹介や出店業者の DMなどにより認知度は高まった。 
（２）事業の効果 
１）8月のオープンから 3月までに 1万人を超える来場者があった。 
２）商店街関係者の間では、商店街活性化の手法についての意思統一が図れた。 
 ３）福祉関係者とのコミュニティが形成された。 
４）周辺住民への利便性にも寄与できた。 
   

【課題・反省点】 
 
＜商店街活性化対策＞ 
（１）バーチャルモール構築 
・各店舗のインターネットの普及とソフト・ハード両面の整備が急がれる。 
・商品送料等の経費削減するために運送業者の選定の検討が必要である。 
・参加店舗を増やすと同時にオリジナル商品の充実など他のモールとの差別化を図ってい

くことが求められる。 
・アクセス数の増加を図るためにホームページのＰＲを積極的に行う工夫が大事である。 
・商店街でバーチャルモールを行う上では定期的に画面の更新などを行う情報担当者が重

要である。 
・個店でホームページを作成・運用するにはハード・ソフトなどに初期投資からランニン

グコストの大きな経費負担が生じ、効率よく運用するには長期計画が必要となる。 
（２）ＴＮＮの情報チャンネルによる広告 
・今回は予算の関係で映像だけの（音声なし）ＣＭであったが、今後は音声を利用すると

より効果的である。 
・期間限定の商品広告の作成などでＣＭ効果も測定できるように新鮮な広告作成を行う 
・今回の事業では映像作成が初めての経験で、最初に掲載して次ぎの変更までに非    

常に時間を費やした。今後は CMの年間計画を作成し季節感のある広告を行うことが重要
である。 
（３）インターネットの無料体験コーナー 
・同じ利用者が頻繁に利用する傾向があり,無料体験コーナーでの継続は問題が多い。 
・継続の場合には無料・有料を問わず採算性の問題があり、利用者に経費負担をお願いし

て行きたい。 
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・商店街の集客効果は認められるが、商店の直接的な売上効果に疑問があり、今後は売上

金額に応じての有料(無料)利用券の発行など工夫が必要である。 
＜空き店舗対策＞   
（１）事業進行中に、将来に渡って店を続けて欲しい要望が多くの消費者からよせられ    

たが、早期にしかも迅速にこのニーズに応えていくことが重要である。 
（２）出店者については出店したい意向は評価しつつも、顧客ニーズや商品管理、ランニン

グコスト等の問題を解決していくことが重要である。 
（３）イベントの開催は、事業との関連性を充分持たせイベント当日の集客に終わらせ    

ないことが重要である。 
（４）効果的に事業を推進していくためには、長期的で戦略的な展開が必要である。したが

って、市民団体と行政、商店街がその関係を更に密にして事業に対応していくことが大切

である。 
（５）空き店舗を活用しての事業だけでなく、周辺商店街と連携して、点から線さらには面

になる事業展開を行うことにより、相乗効果や街の回遊性を高めることが重要である。 
- 総 括 ― 
中心商店街における空き店舗問題は、空き店舗を活

用して何らかの事業を展開すれば解決できる問題で

はなく、中心商店街や通り全体の魅力を創出させるこ

とによってはじめて解決する問題である。 

当市では、延岡市中心市街地活性化基本計画をもと

に、ＴＭＯ構想計画を作成する。この中で、ハード・

ソフト両面に渡って中心市街地の活性化に取り組む

ことになるが、空き店舗を中心商店街に不足する業種、

機能を充足させるテナントミックス等の絶好の空間

であるととらえ、本事業で得たノウハウを活かしつつ、

積極的に活用していくこととなる。 

広告は企画の性格にあわせて作成 

引き続き市民団体、行政、商店街が連携して空き店

舗事業を展開するとともに、九州保健福祉大学の事業

への参画をいただきながら新たな空き店舗解消の手

法を探っていきたい。 

 
【 教 訓 】 
 
事業の継続性が必要であるため、長期的で計画的な取組みが必要である。 

 
【 関 連 Ｕ Ｒ Ｌ 】 
 
延岡商工会議所  http://www.miyazaki-cci.or.jp/nobeoka 
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空き店舗を利用してのイベントや企画は、新聞報道などで話題を呼んだ 


